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英語 「学びに向かう力」と「思考力、判断力、

ＬＭＳ（学習管理システム）を活用し、主体的な学びにつなげる工夫
POINT 1
態度

　Google Classroom や Teams などのＬＭＳを

活用して、子どもの主体的な学びにつなげるた

めに以下のような授業の工夫を行っている。

　まず、子どもが主体的に学習に取り組むため

には、自らの学習状況を把握し、学び方に関し

て見通しをもつことが重要だと考える。「英語を

このように学ぶのだ」という見通しをもってい

る子どもは、自分が現在どの段階にいて、どの

程度達成していて、次に何をするべきかをイメ

ージすることができるだろう。

　その１つ目の工夫として、下のスプレッドシ

ートのように進捗状況を各自で記入する方法が

考えられる。

　授業の途中に子どもが自身の学習状況を振り

返って記録することで、子どもはできた部分に

自信をもち、次回努力するべき箇所がわかる。

また、互いの学習状況がスプレッドシート上で

共有・可視化されるため、子ども同士の刺激や

意欲にもつながるだろう。

　２つ目の工夫として、ルーブリックを使う方

法がある。

　自分の「欲しい物」についてスピーチをする

パフォーマンス課題では、上のようなルーブリ

ック評価シートをＬＭＳで子どもと共有し、各

自の目標や、練習で意識することを確認した。

スピーチまでの見通しが明確だからこそ、子ど

もは学習の進め方を試行錯誤し、自分の苦手な

箇所や重点的に取り組みたい箇所を自己調整し

ながら、主体的に学びを進めることにつながっ

たと考える。

　３つ目の工夫として、教師が非同期型の学習

の場を提供することも有効だと考えられる。

　その日の授業を十分に消化できない子ども、

不登校や災害時、感染症による出席停止、病気

による欠席などの理由で授業を受けられない子

どもが多い現代において、家庭での学びをサポ

ートする意義は大きいだろう。例えばその日の

授業を５分程度の動画にまとめ、ＬＭＳにアッ

プすることで、子どもたちはいつでもどこでも

何度でも自分の都合に合わせて学びを進めるこ

とができるだろう。

　このような学習管理のシステムの確立が、Ｉ

ＣＴによって可能な時代になったと考える。

【進捗状況を確認するスプレッドシート例】

【ルーブリック評価シート例】
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Ⅳ　中学校１学年の調査結果と指導の改善に向けて
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表現力等」の育成に向けて「学びに向かう力」と「思考力、判断力、

言葉を操作するスキルを身に付ける工夫
POINT 2
思・判・表

【聞く・話す活動の子どもの記述例】

【アドリブ感想を書く様子及び実際の例】

　英語の授業において重要なことは、具体的な

英語表現と、それらを操作するスキルを身に付

けることだと考える。「英語で思考する」＝「言

葉を操作する」と定義すれば、イメージしやす

く、指導もしやすいのではないだろうか。

　具体的には、まず

I think that ～ / Because ～

For example, ～ / It means that ～

といった自分の考えを述べたり情報を加えたり

する英語表現を教える。これを基に、使う目的・

場面・状況を設定することで、子どもの思考力

や判断力が働き、言語をどのように操作するか

というスキルを身に付けていくことができるだ

ろう。

　例えば、「人について紹介（説明）するスピー

チ」という言語活動、パフォーマンス課題を教

師が設定する。子どもたちは原稿を準備し、１

人ずつスピーチをする。他の子どもたちは、下

の例のように、聞いたスピーチに対してアドリ

ブで感想や意見を言ったり書いたりしている。

　このスピーチでは、先生のことを他の人に紹

介するという目的を設定し、その中で自分自身

のことを説明したり相手に質問したりする場面・

状況をつくっている。そのため、子どもたちは

likeやfavorite、can（can’t）、I think that ～、

because ～、３単現の s（es）、過去形、疑問詞

など多くの英語表現を操作することになる。目

的を達成するために、どの表現をどこでどう使

うか考え、間違えながらも操作してみることが、

スキルを身に付けることにつながるだろう。最

初は言語操作がしやすいように、フォーマット

を教師が提示し、徐々に自由度を上げていけば

よいと考える。また、操作できるようにしたい

英語表現を色分けして区別することで、自分は

どの表現が得意なのか、よく使うのか、使えて

いないのかに気付くことができる。

　下の例は中学校１学年の記述であるが、小学

校や高校生でも実践するとより効果的だろう。


